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を示 したが高血流域で過小に.低血流域で通人に評価さ

れた.二才‖ま.高血流域と低血流域で lL'3トIMPLT)挙動

が異なるにも関わらず,頭部全体の放射能で平衡時の

SPECTを補汀--/f-る二王により牛L<た誤差である上考え

L■ニーわた.-.弓)-.平衡時(')SPE(1､を短時間 SPtiCrrL'r)

それぞれの部位のカr7ントで補t仁した rC13F(!でBFCb)

は rCBFと憧れた相関を示し過大評価,過小評価も見

よL〕れなかった.静注後早期(T)再構成力rl,ントの推定には

しーし､.

2)123トIMPSPECT による脳血流量 と-て ト

クFト′卜値.PaCO2および Pa02との関

係
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1231MP--SPECーⅠ､により貴LL_上目′た脳血流巌上 -て ト

クリット値,PaCO望,Pa02との関係について統計学的

な解析を行った.

郁削血流最と-て 卜'JZトJ卜値.脳血流最上PIlCO2,

それぞれの間には有意な相関が得られた.また,脳血流

量と年齢とLl)間にも有意な相関が得(､わた.

PaCOごと,テント下あるいは基底核領域での平均局

所脳血流量との問に相閑は得られなかった.これは,脳

深部血管をこぼCO2反応を抑制する神経因子 (自律神経

支配)があり,大脳皮質部のそれに比べてその作用が強

いためと考えられる,

3)123Ⅰ一五MP と SPECT を履いた動脈血一点

採血法による簡便 な胆血流測定法の開発
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動脈血を∴在採血するだけで.rCBFの絶対値を測定

できる方法-OnePointCa(t)汰---を開発した.こ

iこある.5分間の持続動脈血採血法を用いたて †I)ロ7{

まで1分毎に動晩血を∴氏採血して lMPの濃度 011ePoint

Ca(I.)上し､5分間の動脈血中濃度 illtegra_1Ca(t)

との関係を分析 した.その結果.6分の値が最も｡しく相

吸入法と比較する上 r二二0.77で良し､相関が得iL,JIJ=.

小 Ⅲ期非 小細胞肺癌C')加速阜分割 照 射 に -.)し
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1989-93年に当科で放射線治療を施行 した通常分割照

射22例と多分割照射19例とを比較 し照射の一次効果につ

いて検討 した.

秦効率でみると通常分割照射6魂%に対 して多分割照射

9500と良好な成績であった.

また縮小率を両群間で比較すると,照射直後は明らか

な差ではないが, 1か月後では多分割照射群が明らかに

良い成績であった.

表E3作潤は十分耐えうるものであった.

HistoriealLl)lltrOIsTudyで.'釣上 化学療法の併f-‡把こ

も多種にわたっているため単純な比較は難 しいが,多分

象を受けた.

5)車丸 Semimomaの放射線治療成績
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1968-1990年までに当科で放射線治療を施行 した寮

丸 puTeSemimomaの新鮮例は30例であった.年齢は

中央値35.5(22-67)歳で,部位別には右11例,左19

例であった.既往歴は停留牽丸2例,鼠径ヘルニア2例,

精巣静脈療1例,精索掃除 1例であった.日本泌尿器科

学会病期分類による病期では Stage王23例,Ⅱ6例,

ml例でLf'---､た.照射部位と線量に関 しては SIこ1geI

では敵側腸骨動脈同園E･ニ2890cGy もしく甘生首態に 3525

(f,)･.おLよび順部大動脈問帽に B鎌)cGyを照射した_StaL+,

IIでは全骨髄に 38OOcG),4､しくは愚側腸骨動脈周囲

に 2745eGy,および腹部大動脈周囲に 3600eGy,さ

吊こ鎖骨 上嵩に5例.縦隔に l例照射 した.こi岬ULTl･rl十､

2例のみが原腫夢死している事全体の5生率号10生率は

93.20.,8▲1.50｡で,StagLIIで｣-iそれぞれ95.500,


